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市立中央病院の役割 
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第7 章   市立中央病院の役割 

 

 １  公立病院を取り巻く状況 

① 国等の医療政策 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

● 国では、未曾有の超高齢社会に対応するため、目下進められている社会保障・税一体改

革の中で、医療提供体制も含めた社会保障制度全般についての見直しが予定されています。

この一体改革において、消費税率の引き上げにより確保した財源を活用して、医療の機能

強化と重点化・効率化に取り組み、団塊の世代が 75 歳となる 2025 年に向けて、医療提

供体制の再構築と地域包括ケアシステムの構築を図ることとしています。 

● 都道府県においては、地域の医療需要の推計や、各医療機関から報告された病棟単位で

の医療機能の現状と今後の方向性の情報などを活用して、地域医療のビジョン（地域医療

構想）を定めることになっており、各医療機関は、都道府県が定める地域医療構想の実現

に向けた取組を求められることになります。 

 

② 公立病院の役割 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

● 平成 19 年 12 月に示された「公立病院改革ガイドライン」（以下、「旧ガイドライン」

という。）では、公的医療機関が果すべき役割として、地域において必要な医療のうち採

算性等の面から民間医療機関による提供が困難な医療を提供することにあるとされました。

そして、具体例として、過疎地等における一般医療の提供、救急・小児・周産期などの不

採算・特殊部門の医療の提供、がんセンターなどの高度・先進医療の提供、広域的な医師

派遣の拠点としての機能が挙げられました。また、病院事業を設置する地方公共団体には、

「経営効率化」、「再編・ネットワーク化」及び「経営形態の見直し」の３つの視点に立っ

た改革プランの策定が求められました。 

● 平成２７年３月、総務省から旧ガイドラインに代わる「新公立病院改革ガイドライン」

（以下、「新ガイドライン」という。）が示されました。新ガイドラインにおいて示されて

いる公立病院改革の基本的な考え方は、旧ガイドラインと大きく変わるものではありませ

んが、国の医療制度改革との連携を図るとともに、旧ガイドラインで示された 3 つの改革

の視点に加え、4 つ目の視点として都道府県が策定する「地域医療構想を踏まえた役割の

明確化」を求めています。 
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● 新ガイドラインでは、公立病院改革が円滑に進められるような財政措置を講じることと

しており、特に、公立病院の再編・ネットワーク化については、施設・設備の整備に要す

る経費などについて、地方交付税による措置を拡充するなど、その推進を図っています。 

 

 ２  市立中央病院の役割 

① 現 状 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

● 市立中央病院では、急性期の病院として、地域の医療機関との連携を図り、医学の進歩

に対応した質の高い医療の提供や、疾病の早期発見、早期治療など市民の健康を守るため

の取組とともに、公立病院として、主に以下の取組を実施しています。 

【救急医療への取組】 

● ２次救急病院群輪番制に加わり、当番日において夜間等の救急医療を担うとともに、当

番日以外の日においても、地域の医療機関のバックアップを目的として、独自の救急体制

を敷いています。 

【災害時医療への取組】 

● 西宮市地域防災計画において、市内の災害拠点病院（兵庫医科大学病院、県立西宮病院）

とともに、大規模災害時医療を担う中心的な医療機関のひとつとして位置付けられており、

平常時においても、定期的な災害対策訓練の実施など危機管理への取組を行っています。 

【地域完結型医療実現への取組】 

● 県指定のがん診療連携拠点病院として、高度ながん治療の提供に努めるとともに、地域

の拠点病院として他の医療機関などとの連携を図るなど、地域完結型医療の実現に向けた

取組を実施しています。 
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● 市民向けアンケート調査結

果によると、市立中央病院の

役割として「特に重要」とさ

れた内容は、「夜間・休日の

救急医療の充実」の割合が最

も高く、次いで「医療ニーズ

の高度化・多様化への対応」、

「病院・診療所等との連携強

化（地域完結型医療）」とな

っています。 

 

資料：保健医療に関する意識調査 

● 市民の 4 疾病（がん・脳血管疾患・心疾患・糖尿病）の標準化死亡比は、脳血管疾患や

糖尿病は全国平均を下回っているものの、心疾患やがんの多くは全国平均を上回っていま

す。（P.10「標準化死亡比（ＳＭＲ）」参照） 

 

② 課 題 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

【救急医療】 

● 市民からは救急医療の充実を求める声が多く、中でも小児救急への対応が課題となっ

ています。現在、阪神南圏域内では複数の病院による小児２次救急輪番制を構築してい

ますが、小児科医不足の影響から必ずしも磐石な体制とは言えず、公立病院の役割のひ

とつとして、市立中央病院には小児２次救急輪番制の堅持に向けた取組が求められます。 

● 高齢化の進展に伴い救急搬送件数のさらなる増加が予想されますが、現在のところ、

市立中央病院には、緊急性が求められる循環器系疾患などの救急患者に対応できる体制

が整っておらず、体制の整備が求められます。 

【地域完結型医療】 

● 国においては、超高齢社会に対応するため病床機能の分化・連携や在宅医療の推進な

どが図られており、医療機関同士あるいは医療機関と介護施設などとの連携の強化が求

められています。市立中央病院においても、病床機能を分化する一方で、他の病院や地

域の診療所などとの連携を強化し、患者の状態に応じた適切な医療を提供する必要があ

ります。 

N = 902 ％

医療ニーズの高度化・多様化
への対応

出産等周産期医療への対応

小児医療の充実

夜間・休日の救急医療の充
実

病院・診療所等との連携強化
（地域完結型医療）

災害時の拠点病院としての
機能の充実

新型インフルエンザ等の感染
症対策の充実

その他

無回答

59.1

9.1

14.5

71.1

40.1

31.5

10.1

4.7

2.7
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【市立中央病院の役割として重要と考えること（複数回答）】 

（ｎ=902）
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● 市内では、民間病院だけでは対応が難しい小児医療（２次救急を含む。）、周産期医

療、歯科診療（後方支援病院機能）などのさらなる充実が求められています。 

【災害時の医療】 

● 市立中央病院の建物は、一部耐震基準を満たしていない部分があり、また、施設・設

備の老朽化が進んでいます。災害時においても安定して医療の提供が継続できる施設・

設備の整備が求められます。 

● 市立中央病院には、ヘリポートがなく、大規模災害時の患者や医療スタッフなどの搬

送に支障を来す可能性があります。 

【将来の医療需要への対応】 

● 死亡原因の第１位であるがんは、高齢化の進展に伴い、今後も患者数の増加が見込ま

れます。市立中央病院は、県指定のがん診療連携拠点病院としてさらなる機能の充実が

求められるとともに、高齢のがん患者の増加に伴い、今まで以上に緩和ケアに対するニ

ーズにも対応していく必要があります。 

● 人口の高齢化に伴い、複数の疾病を有する患者への対応が必要となり、急性期の病院

としての診療機能の充実と診療科の枠を超えた医療の提供が求められます。 

 

 

③ 今後の取組 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

【救急医療】 

● 現施設での対応可能な現在の小児２次救急輪番制当番日（週２日）を維持するととも

に、県立西宮病院との統合を目指した取組の中で、小児救急体制の強化について検討し

ます。 

● 今後、高齢化の進展に伴い救急搬送件数のさらなる増加が予想されるため、２次救急

を担う病院として、対応能力の向上に向け、体制を整備します。 

【地域完結型医療】 

● 県指定のがん診療連携拠点病院としてがん治療のさらなる充実に努めるとともに、今

後とも地域完結型医療の構築を目指し、地域の診療所を始めとする他の医療機関等との

連携の強化を図り、患者に対する切れ目のない医療サービスの提供に努めます。 
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 ● 紹介率及び逆紹介率の向上を図る取組を実施する中で、患者やその家族などに対し、

市立中央病院と地域の診療所などとの連携や役割分担の周知を図るとともに、かかりつ

け医の普及に向けた啓発に取り組みます。 

● 市民などからの要望が多い周産期医療や歯科診療（後方支援病院機能）については、

現状の施設での対応が困難であるため、県立西宮病院との統合を目指した取組の中で、

これらの充実等に向け、引き続き検討します。 

● 患者の状態に応じた医療サービスを提供できるよう現在の病床機能を分化し、新たに

重症患者や急性期を脱した患者を受け入れる病床の整備を図ります。 

【災害時の医療】 

● 災害時においても継続して医療の提供が行えるよう、建物の耐震化と施設・設備の老

朽化対策に取り組む一方で、施設面での大幅な機能向上については、現施設では対応が

困難であるため、県立西宮病院との統合を目指した取組の中で検討します。 

● 災害時に備え、災害対策訓練での課題を検証し、院内での診療体制の強化に取り組む

とともに、他の医療機関、各種団体との連携の強化に努めます。 

【将来の医療需要への対応】 

● 増加する救急患者、がん患者などに対応するため、医療スタッフの確保を図るととも

に、多職種連携によるチーム医療を推進するなど、診療機能の強化に向けた体制の整備

を図ります。 

● より高度な医療サービスを提供するため、医療スタッフのスキルアップを図るととも

に、更新時期を迎えた医療機器等を整備します。 

【将来のあり方】 

● 市内にある二つの公立病院（市立中央病院、県立西宮病院）がひとつの大規模基幹病

院として医療を提供できれば、お互いの不足する診療科を補い、より高度な医療を市民

に提供することが可能となります。 

 総務省が定めた「新ガイドライン」においても、公立病院の再編・ネットワーク化の

必要性を十分検討することが求められており、限られた医療資源の有効活用の点からも

病院の再編が求められています。 

 このようなことから、市内の医療環境の向上を図るために、引き続き、市立中央病院

と県立西宮病院との統合を目指した取組を進めます。 




